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今
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

　
昭
和
20
年
８
月
15
日
に
戦
争
が
終
わ
っ

て
か
ら
、
今
年
で
80
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
間
、
日
本
で
は
戦
争
を
経
験
せ
ず
、
平

和
な
時
代
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
世
界
で
は
絶
え
ず
戦
争
が
起
き

て
い
て
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
る
人
た
ち
の
様
子
が
連
日
報
道
さ

れ
、
日
本
で
も
有
事
を
想
定
し
た
体
制
が

論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
戦
後
80
年
の
節

目
を
迎
え
る
今
こ
そ
、
戦
争
の
な
い
平
和

な
時
代
を
継
続
す
る
た
め
に
、
歴
史
に
学

ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
展
示
で
は
、
日
本
と
都
城
に
お
け
る

戦
争
と
平
和
の
時
代
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

戦
争
の
始
ま
り

　
地
球
上
に
人
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て

以
来
、
戦
争
は
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
列
島
に
人
類
が
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３
万
数
千
年
前
と
さ
れ
て
い
て
、

都
城
で
は
約
２
万
８
千
年
前
か
ら
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
の
末
期
に
大
陸
か
ら
水
稲
農

耕
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
に
な
る

と
、
人
々
は
集
団
で
生
活
す
る
よ
う
に
な

り
、
集
落
ご
と
に
物
資
を
貯
蔵
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
貯
蔵
さ
れ
た
物
資

や
用
水
の
確
保
を
巡
っ
て
、
戦
争
が
起
こ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
平
和
と
文
化
の
発
展

　
戦
国
時
代
を
経
て
天
下
統
一
を
成
し
遂

げ
た
徳
川
家
康
は
、江
戸
に
幕
府
を
開
き
、

戦
乱
の
世
を
終
結
さ
せ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
蜂
起

し
た
島
原
の
乱
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
を
鎮

圧
し
て
、
鎖
国
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
徳
川
の
平
和
」
と
い
わ

れ
る
２
６
０
年
以
上
戦
争
の
な
い
時
代
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
平
和
で
安
定
し
た
時
代
が
長

く
続
い
た
結
果
、
日
本
は
経
済
的
に
も
文

化
的
に
も
大
き
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
は
、
身
分
制
の

問
題
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
々
の
生
活
を

豊
か
な
も
の
に
し
た
と
い
え
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館　

企
画
展
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蒙
古
襲
来
と
島
津
氏
　

　

文
永
11
（
１
２
７
４
）
年
と
弘
安
４

（
１
２
８
１
）
年
の
２
度
、
元
か
ら
の
大

軍
が
九
州
に
来
航
し
ま
し
た
。
台
風
の
襲

来
も
手
伝
い
、
鎌
倉
幕
府
は
い
ず
れ
も
何

と
か
そ
の
撃
退
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
１

度
目
の
襲
来
後
、
幕
府
は
、
再
度
の
襲
来

に
備
え
て
異い

こ
く
け
い
ご
ば
ん
や
く

国
警
固
番
役
を
設
置
し
、
博

多
湾
沿
い
に
石
垣
の
防
塁
を
築
き
ま
し

た
。

　
島
津
氏
は
初
代
忠
久
、
２
代
忠
時
、
３

代
久ひ

さ

経つ
ね

ま
で
は
鎌
倉
で
生
活
し
て
い
て
、

鎌
倉
幕
府
と
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
久
経
が
異
国
警
固
番
役
を
命

じ
ら
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
建
治

元
（
１
２
７
５
）
年
に
九
州
へ
下
向
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

北
郷
氏
の
誕
生
と
戦
争

　
観
応
元
（
１
３
５
０
）
年
10
月
か
ら
始

ま
っ
た
観
応
の
擾じ

ょ
う
ら
ん乱。
２
代
将
軍
足
利
義よ

し

詮あ
き
ら

は
、
文
和
元
（
１
３
５
２
）
年
４
月
と

６
月
、
島
津
氏
に
畠
山
直た

だ
顕あ

き
や
足
利
直た

だ
冬ふ

ゆ

を
討
つ
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

５
代
島
津
忠
宗
の
六
男
資す

け
忠た

だ
は
、
将
軍
方

に
つ
き
活
躍
し
ま
す
。

　
そ
の
褒
賞
と
し
て
、同
じ
年
に
「
北
郷
」

と
呼
ば
れ
る
領
地
を
与
え
ら
れ
て
島
津
か

ら
分
家
し
、
名
字
を
「
北
郷
」
に
改
め
た

こ
と
で
、
北
郷
氏
が
誕
生
し
ま
し
た
。

北ほ
ん
郷ご
う
久ひ
さ
直な
お
像ぞ
う（
宮
崎
県
指
定
文
化
財
）

◉
会
期　
７
月
５
日
㈯
〜
９
月
28
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◉
開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
観
覧
料　
一
般
２
２
０
円
（
１
６
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
１
６
０
円(

１
１
０
円)

、

中
学
生
以
下
無
料

※(　

)

内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

・ 

都
城
島
津
邸
、
高
城
郷
土
資
料
館
、
都

城
歴
史
資
料
館
の
観
覧
券
の
半
券
ま
た

は
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
台
紙
を
提
示
し

た
人
は
、
団
体
料
金
適
用

・ 

高
校
生
は
夏
休
み
期
間
の
入
館
料
無
料

※ 

イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
本
号

の
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

講演会「天下泰平を支えた先人たち―その言葉に学ぶ―」（無料）
●日時　８月９日㈯　13時30分～
●講師　熊本大学文学部教授・永青文庫研究センター長
　　　　稲葉 継

つぐ
陽
はる
さん

●会場　コミュニティセンター
●定員　70人　※申し込み順
７月12日㈯から、電話（☎23-2116）
　または予約フォームから都城島津邸

高
こうらいとらがりずびょうぶ
麗虎狩図屏風（宮崎県指定文化財）

企
画
展
概
要

５
館
合
同
連
携
イ
ベ
ン
ト
企
画


